
「人と水害」 
過去・現在・未来の講演会 

水害との闘いの歴史！ それは 共存の歴史でもあった！ 
 

日時：2018 年１１月１７日 10 時～17 時 

会場：中央大学後楽園キャンパス５号館５階 ５５３３室 東京都文京区春日１の１３の２７ 

Ｔｅｌ ０３（３８１７）１７１１ 

主催：地盤工学会関東支部（歴史遺産の地盤工学研究に関する研究委員会） 

後援：国土交通省関東地方整備局・文京区 

 

プログラム 

※【午前の部】水害リスク対応と今 10：00～12：10 

＊開会挨拶 10：00～10：10 

太田秀樹 中央大学研究開発機構教授（委員長）  

＊基調講演 10：10～10：40 

越智繁雄 （一財）河川情報センター理事（歴史水害部会長） 

＊関東平野の災害指標 10：40～11：10 

伊藤和也 東京都市大学准教授（ＧＮＳ委員会委員長） 

＊利根川の治水と災害 11：10～11：40 

三橋さゆり 国土交通省利根川上流河川事務所所長 

＊荒川の治水と災害 11：40～12：10 

荒川泰二 国土交通省荒川下流河川事務所所長 

昼休憩 12：10～13：10 

※【午後の部】水害対応の過去・現在・未来 13：10～17：00 

＊関東地域における土砂災害と砂防の歴史 13：10～13：40 

井上公夫 （一財）砂防フロンティア整備推進機構技師長 

＊関東平野の地形形成と沖積層 13：40～14：10 

遠藤邦彦 日本大学名誉教授 

＊洪水が作り出す地形と洪水堆積物 14：10～14：40 

北村晃寿 静岡大学大学院防災総合センター教授 

＊水害対応と信仰の歴史 14：40～15：10 

小宮雪晴 蓮田市教育委員会社会教育課長 

休憩 15：10～15：20 

＊宅地と水害 15：20～15：50 

中村裕昭 地盤品質判定士 ㈱地域環境研究所技師長 

＊災害関連情報、歴史資料や地形・地質・治水情報の見方・調べ方 

大里重人 地盤品質判定士 ㈱土質リサーチ代表（委員会幹事） 15：50～16：20 

休憩（質問内容集計） 16：20～16：25 

＊総合討論（水害対応の今と未来について） 16：25～16：55 

＊閉会挨拶 16：55～17：00 

  野田 徹 （一財）国土技術研究センター理事 

各講演に関する資料については、後日地盤工学会関東支部の下記 HP にアップします。 

http://www.jgskantou.sakura.ne.jp/event/20181117.html 

http://www.jgskantou.sakura.ne.jp/event/20181117.html
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質問書(総合討論では、この質問書を集計し行います。) 
質問者氏名： 

注：質問事項では、だれに質問するか講演者名を記載してください。 

質問事項：（質問講演者名、質問内容） 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

※将来、人は水環境とどのように付き合うべきか？ 

※将来の治水・利水に関する御意見： 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 



                                            

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 


